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区 分 内   容 

議題 前橋市スーパーシティスマートシティ推進委員会  第３回会議 

日時 令和４年 ２月２５日（木） 10時 00分～11時１5分 

場所 前橋市役所 ４階庁議室 

出席者 別紙「出欠名簿」のとおり 

【発言者】 

 

大森総括 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

谷川委員 

 

 

 

 

１． 開会 

 

 本日はお忙しいところ時間をいただき感謝している。 

 昨日、政府のデジタル田園都市国家戦略実現会議で市長が説明すると

いう事で同席したが、その中で委員の慶応大学の村井先生（日本のインタ

ーネットの父と言われる）が、２０１２年の国連の議論を引いて「インターネッ

トは今や人権の一部である」という議論を紹介され、「デジタル人権」という

考え方を提唱していた。我々は「誰一人取り残されない」ということを言って

きたが、これは、いまや人権の一部と考えてよい社会がすぐそこまで来てい

て、国としてもそういうことをやっていかないといけない、という議論であった

と認識している。そして、多くの委員から賛同する意見が出ていた。 

 このことは、前橋市のこれまでの取り組みと合致していると考えるし、これ

までやってきたことの方向性は間違っていなかったのだ、との思いを新たに

し、これをみなさんとの共通の柱として、これからも前橋市のデジタル化を

進めていけたら、と考えている。 

 本日は、スパーシティの取り組みはどうなったのか、デジタル田園都市と

いうものとの関係はどうなのか、ということなどの状況の報告や、進捗状況

なども確認していく会議になっていくと思っている。 

 

２． 議事 

（１）アーキテクトの追加 

【資料１（構成員名簿）参照】 

 今後、前橋のシステムや、さまざまなデザインなどが重要になってくると考

えており、その観点からアーキテクトとしてジェイ・ティー・キュー（株）の谷川

じゅんじさまを追加したい。 

 

 先ほど話があったが、デジタル田園都市国家構想を含め、日本全体のス

マート化はこれから具体的なフェーズに入っていくと考えている。 

 前橋は市街地の進化と敷島のエリアを含めて、ユニークな環境を持って

いる地域だ。そういった地の利鵜を活かした新しいスマート社会におけるサ

ステナビリティ、ウェルビーイング、新たな社会のイノベーション、そういった
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大森総括 

 

 

 

ものを、前橋を起点に日本全国に届けていきたいと考えている。 

 これからよろしくお願いしたい。 

 

 谷川さんの社会を見る視点、感覚、そこから新しいものを構築している力

という部分など、日々感動を覚えるところだ。前橋に新たな力が加わったと

思う。また、いろいろな地域とのつながりなどもあるので、そういったつなが

りや知見もいただけるものと思う。 

 

＜本件について、原案通り了承＞ 

 

＜＜以下非公開＞＞ 

（２） ①スーパーシティスマートシティ推進のこれまでの歩みとこれから 

②デジタル田園都市国家構想推進交付金 

（３）各 WG進捗報告 

   （４）今後の推進における留意点 

   （５）まえばし ID利活用アイデア公募に係る報告 

   （６）まえばし ID名称公募と選定に向けたプロセス 

   （７）意見交換 

 

３． その他 

４． 閉会 

 

以上 

 


